
友と出会い学んだ友と出会い学んだ

　　　母校からの旅立ち　　　母校からの旅立ち

　乙部中学校卒業証書授与式が３月１４日、乙部中学校で行われ、男子２１人女子２２人　乙部中学校卒業証書授与式が３月１４日、乙部中学校で行われ、男子２１人女子２２人

の４３人が想い出の詰まった学び舎から巣立ちました。の４３人が想い出の詰まった学び舎から巣立ちました。

　卒業生の答辞では、先生たちや地域の方、下級生たちへの想いと感謝を述べ、特に家族　卒業生の答辞では、先生たちや地域の方、下級生たちへの想いと感謝を述べ、特に家族

に対しての感謝の言葉では、式場にすすり泣く声が響きました。に対しての感謝の言葉では、式場にすすり泣く声が響きました。

　人生の門出に立った卒業生は、涙を浮かべた目で輝く未来を見つめているようでした。　人生の門出に立った卒業生は、涙を浮かべた目で輝く未来を見つめているようでした。

平成26年平成26年
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四
月
一
日
か
ら
の
消
費
税
率
等

の
改
正
に
伴
っ
て
、
乙
部
町
で
も

公
共
料
金
に
税
率
引
き
上
げ
分
を

転
嫁
す
る
こ
と
に
な
り
、
公
共
施

設
の
使
用
料
金
や
、
水
道
・
下
水

道
料
金
な
ど
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

料
金
が
変
わ
る
施
設
や
、
水
道

料
金
な
ど
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
変
更
す
る
使
用
料
金

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
使
用
料
金

が
変
更
と
な
る
も
の
は
、
各
地
区

の
集
会
施
設
や
町
民
プ
ー
ル
、
水

道･

下
水
道
料
金
な
ど
、
消
費
税

の
課
税
対
象
と
な
る
使
用
料
で
、

別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

○
変
更
後
の
金
額

　

今
回
の
消
費
税
率
等
の
改
正
に

よ
っ
て
、
消
費
税
率
は
五
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
集
会
施
設
等

の
使
用
料
金
も
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
税
率
八
パ
ー
セ
ン
ト
と

し
て
計
算
し
、
十
円
未
満
を
切
り

捨
て
た
額
で
内
税
（
総
額
表
示
）

と
し
ま
し
た
。

　

集
会
施
設
の
使
用
料
金
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
集
会
施
設
に
掲
示
し
て

い
ま
す
し
、
そ
の
他
の
使
用
料
金

も
別
表
に
あ
る
担
当
係
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
と
、
改
正
後
の

料
金
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
・
下
水
道
料
金
は
、

四
月
一
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
ご

利
用
の
方
は
、
五
月
の
請
求
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。

＜生活・医療＞
国民健康保険病院健康診断料など 国民健康保険病院 保険適用以外の手数料など
水道料金 建設課水道温泉業務係
下水道料金 建設課下水道係
＜集会施設＞
滝瀬寿の家 町民課福祉係
元町みなと交流館 産業課水産係
生きがい交流センター 町民課福祉係
プラザおとべ 産業課商工労働観光係
緑町寿の家 町民課福祉係
館浦研修会館 町民課福祉係
姫川ふれあいセンター 町民課福祉係
千岱野研修会館 町民課福祉係
旭岱寿の家 町民課福祉係
富岡へき地保健福祉館 町民課福祉係
ゆりの里活性化センター 町民課福祉係
栄浜ふれあいセンター 町民課福祉係
元和交遊館 町民課福祉係
三ツ谷研修会館 町民課福祉係
漁村センター 町民課福祉係
とよはま地区センター 町民課福祉係
＜文化・スポーツ施設＞
町民会館 教育委員会文化振興係
公民館 教育委員会文化振興係
町民体育館 教育委員会社会教育係 アリーナの個人使用は無料
町立学校体育館 教育委員会社会教育係 団体での利用に限る
町民プール 教育委員会社会教育係
テニスコート 産業課商工労働観光係
＜道路・土地・河川＞
道路占用料 建設課管理係
流水占用料 建設課管理係
土地占用料 建設課管理係
土石採取量その他の河川産出物採取料 建設課管理係
＜その他＞
ヘリポート着陸料・停留料・土地使用料 建設課管理係
行政財産使用料 建設課管理係
漁船上架施設使用料 産業課水産係
土木機械使用料 建設課管理係

●変更する料金 （別表）

●水道料金表（家庭用）

●下水道使用料（一般用）

●平均的な家庭の場合の計算方法（14㎥使用の場合の例）
◆４月支払い分まで
　基本料金（８㎥）　超過水量　超過料金（１㎥当たり）　計算額
　　１，５７５円　+　６㎥　×　１６２．７５円　＝　２，５５１．５０円
　支払額（１０円未満切捨て）
　　２，５５０円

◆５月支払い分から
　基本料金（８㎥）　超過水量　超過料金（１㎥当たり）　計算額
　　１，６２０円　+　６㎥　×　１６７．４０円　＝　２，６２４．４０円
　支払額（１０円未満切捨て）
　　２，６２０円

※下水道使用料金についても同様の計算となります。

※営業用等の家庭用以外の料金については、建設課にお問い合わせください。

※一般用以外の料金については、建設課にお問い合わせください。

４月支払い分まで

基本料金 超過料金

水量 料金 （８㎥を超えた量１㎥当たり）

８㎥ １，５７５円 １６２円７５銭

４月支払い分まで

使用料（１月につき） 超過料金

基本汚水料 料金 （８㎥を超えた量１㎥当たり）

８㎥ １，５７５円 １６２円７５銭

５月支払い分から

基本料金 超過料金

水量 料金 （８㎥を超えた量１㎥当たり）

８㎥ １，６２０円 １６７円４０銭

５月支払い分から

使用料（１月につき） 超過料金

基本汚水料 料金 （８㎥を超えた量１㎥当たり）

８㎥ １，６２０円 １６７円４０銭

⇒

⇒
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交
通
安
全
運
動
を
実
施

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
重
点
は
①
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進
③
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶
―
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

外
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
外
出
が

増
え
た
り
、
子
ど
も
達
が
自
転
車

に
乗
り
始
め
た
り
と
歩
行
者
が
増

え
始
め
ま
す
し
、
飲
酒
の
機
会
も

多
い
時
期
で
す
。

　

特
に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
は
、

地
域
全
体
で
目
配
り
気
配
り
を
し

た
い
も
の
で
す
し
、飲
酒
運
転
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲

で
も
、
飲
ん
だ
ら
運
転
は
絶
対
に

さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
は
、

自
治
会
町
内
会
や
事
業
所
に
街
頭

指
導
や
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
な
ど

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

街
頭
指
導
は
、
登
校
時
間
な
ど

に
あ
わ
せ
て
各
地
域
で
行
う
こ
と

で
、
児
童
・
生
徒
の
見
守
り
と
な

り
ま
す
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
お
互

い
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
安
全

な
暮
ら
し
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

保
育
園
で
交
通
安
全
教
室

　

つ
く
し
保
育
園
で
三
月
十
日
、

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。毎

月
一
度
定
期
的
に
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
外
で
遊
ぶ
機
会
も

増
え
る
こ
と
や
、
小
学
校
へ
の
入

学
準
備
と
し
て
、
横
断
歩
道
の
渡

り
方
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

園
内
に
手
作
り
の
横
断
歩
道

と
信
号
、
自
動
車
を
用
意
し
て
、

実
際
の
道
路
さ
な
が
ら
に
、
左
右

を
確
認
し
て
手
を
上
げ
て
横
断
歩

道
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

桃
の
節
句
の
三
月
三
日
、
つ
く

し
保
育
園
で
ひ
な
祭
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
雛
あ
ら
れ
が
用
意
さ

れ
、
園
児
た
ち
は
た
く
さ
ん
頬

張
っ
て
「
甘
く
て
美
味
し
い
」
と

大
喜
び
で
、
用
意
さ
れ
た
ゲ
ー
ム

や
お
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
使
っ
た
お
芝

居
で
は
、
雛
飾
り
を
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
見
立
て
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
り
、
ひ
な
祭
り
の
起
源

な
ど
を
先
生
が
お
話
し
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ム
で
は
紙
で
作
っ

た
桃
の
花
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

運
ん
で
リ
レ
ー
す
る
「
桃
の
花
運

び
競
走
」
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち

は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

保
育
園
で
は
、
ひ
な
祭
り
に
先

立
っ
て
、
男
の
子
と
女
の
子
が
内

裏
雛
に
扮
装
し
て
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。

　

江
差
海
上
保
安
署
で
三
月
五

日
、
人
命
救
助
の
功
績
を
た
た

え
て
、花
磯
の
櫻
井
享
介
さ
ん
、

三
ツ
谷
の
浅
野
栄
さ
ん
、
花
磯

出
身
で
八
雲
町
熊
石
の
田
中
克

佳
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

三
人
は
二
月
二
十
一
日
、
江

差
港
内
で
誤
っ
て
海
に
転
落
し

た
男
性
を
海
上
保
安
官
と
協
力

し
合
っ
て
、
無
事
に
引
き
揚
げ

た
こ
と
で
人
命
救
助
に
貢
献
し

ま
し
た
。

事
故
の
な
い
安
心
安
全
な
生
活
を

事
故
の
な
い
安
心
安
全
な
生
活
を

今
日
は
楽
し
い
ひ
な
祭
り
♪

今
日
は
楽
し
い
ひ
な
祭
り
♪

人
命
救
助
で
表
彰

人
命
救
助
で
表
彰

▲

手
を
あ
げ
て
横
断
す
る
練
習
を

　

し
ま
し
た

▲

甘
い
雛
あ
ら
れ
を
食
べ
ま
し
た
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◆
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
一

級
か
ら
三
級
及
び
四
級
（
一
部
）

程
度
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
ま

た
は
Ｂ
程
度
に
該
当
す
る
二
十
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た

は
母
、
も
し
く
は
養
育
者
。

※
児
童
が
施
設
入
所
し
て
る
場
合

や
障
害
を
支
給
事
由
と
し
た
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
は
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
手
当
の
額

（
平
成
二
十
六
年
四
月
分
か
ら
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
）

《
一
級
》
月
額
４
９
，
９
０
０
円

《
二
級
》
月
額
３
３
，
２
３
０
円

《
支
給
時
期
》

　

年
三
回
、
四
月
・
八
月
・
十
一

月
で
す
。

※
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
受
給

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
現
況
届
、
所
得
状
況
届

の
提
出
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、「
現
況
届
」
を
毎
年
八

月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
、
ま
た
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、「
所
得
状

況
届
」
を
毎
年
八
月
十
一
日
か
ら

九
月
十
一
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
届
け
は
、
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
、
届
け

が
な
い
と
、
八
月
分
以
降
の
手
当

の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
現
況
届
」
お
よ
び
「
所

得
状
況
届
」
は
、
八
月
上
旬
に
送

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
町
民
課
年
金
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
年
金

係
（
☎
六
二
‐
二
三
一
一
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【表②】　特別児童扶養手当　所得制限限度額表

※扶養義務者とは、請求者と同居している父母兄弟姉妹などのことです。

扶養親族等の数
（税法上の人数） 請　求　者 配偶者および

扶養義務者の所得

０人 ４５９万円６千円 ６２８万７千円

１人 ４９７万円６千円 ６５３万６千円

２人 ５３５万円６千円 ６７４万９千円

３人 ５７３万円６千円 ６９６万２千円

４人以上 １人につき38万円ずつ加算 １人につき21万3千円ずつ加算

●
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
ま
た

は
母
が
い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
を
対
象
と
し
て
お
り
、

子
供
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
月
か
ら

六
月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
の
所
得
、
七
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は
前

年
の
所
得
に
よ
り
、そ
の
年
度（
八

月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
）
の
手
当

が
全
部
支
給
、
一
部
支
給
、
全
部

停
止
の
区
分
に
決
ま
り
ま
す
。（
表

①
参
照
）

◆
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ

る
子
ど
も
（
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
場
合
は
二
十
歳
未
満
）
を
扶
養

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く

は
養
育
者
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
法
に
定
め
る
障

が
い
の
状
態
（
年
金
の
障
害
等
級

の
一
級
程
度
）
に
あ
る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
子
ど
も
な
ど

※
子
ど
も
や
父
、
母
、
養
育
者
が

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
手
当
の
額

（
平
成
二
十
六
年
四
月
分
か
ら
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す
）

《
対
象
児
童
一
人
・
全
部
支
給
の

場
合
》

　

月
額
４
１
，
０
２
０
円

《
対
象
児
童
一
人
・
一
部
支
給
の

場
合
》

　

月
額
４
１
，０
１
０
円
か
ら
９
，

６
８
０
円

※
二
人
目
は
対
象
額
に
５
，

０
０
０
円
を
加
算
。
三
人
目
以
降

は
、児
童
が
一
人
増
す
ご
と
に
３
，

０
０
０
円
を
加
算
。

《
支
給
時
期
》

　

年
三
回
、
四
月
・
八
月
・
十
二

月
で
す
。

※
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
受
給

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と

は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
二
十

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
月
か
ら

六
月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
の
所
得
、
七
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
請
求
さ
れ
る
場
合
は
前

年
の
所
得
で
支
給
の
要
否
を
判
断

し
ま
す
。（
表
②
参
照
）

【表①】　児童扶養手当　所得制限限度額表

扶養親族等の数
（税法上の人数）

父または母の所得 配偶者および
扶養義務者の所得全部支給 一部支給

０人 １９万円未満 １９２万円未満 ２３６万円未満

１人 ５７万円 ２３０万円 ２７４万円

２人 ９５万円 ２６８万円 ３１２万円

３人以上 １人につき38万
円ずつ加算

１人につき38万
円ずつ加算

１人につき38万
円ずつ加算

※扶養義務者とは、請求者と同居している父母兄弟姉妹などのことです。

児
童
扶
養
手
当
と

児
童
扶
養
手
当
と

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
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甲谷　勇介さん

三樹さん

　１歳6ヶ月の男の子です。

　大きな心で人にやさしく、
何事もコツコツとやりとげ
る、誠の心を持った人になっ
てほしいと思い付けました。

　元気で誰とでも仲良くたす
け合える人になってほしいで
す。

増川　伸吾さん

絵利子さん

　１歳６ヶ月の男の子です。

　「瞬」という字を使った名
前にしたいと思い、字画をみ
て決めました。

　健康でたくましく、笑顔を
たやさない、優しい子に育っ
てほしいです。

甲谷　大
たい

誠
せい

くん

（緑　町）

増川瞬
しゅん

太
た

郎
ろう

くん

（滝　瀬）

　江差福祉会では、障害者に関する様々
な相談を受け付ける障害者相談支援事業
所「あすなろ相談支援センター」を４月
１日、江差町のあすなろ新地センター内
に開設しました。
　この相談支援センターは、江差町、乙
部町、厚沢部町、奥尻町の４町の障害者
相談支援事業の委託を受けています。
　制度の利用に関する事や、障害福祉
サービス利用の際必要となる「サービス
等利用計画」の作成も行いますので、お
気軽にご相談ください。

【あすなろ相談支援センター】
○住　　所　　江差町本町105-1
　　　　　　　あすなろ新地センター内
○開設日時　　月曜日から金曜日
　　　　　　　午前8時30分～
　　　　　　　午後5時30分
　　　　　　　（祝日及び12月30日～
　　　　　　　1月5日を除く。）
○電話番号　　0139-56-1788
　　　　　　　（24時間対応）

ねんきんの窓窓

　平成２６年度の国民年金保険料は、月額１５, ２５０円となり、平
成２５年度より２１０円引き上げられます。付加保険料の月額は、平
成２５年度と同額の４００円です。

【国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が拡大されます】
　所得が少ないときや失業等により保険料を納付することが経済的に
困難な場合、国民年金保険料の免除を申請することができます。
　平成２６年４月から、申請時点から過去２年１カ月前の月分まで免
除申請できるようになります。
【申請方法】
　役場町民課年金係または函館年金事務所へ申請してください。必要
な添付書類など、詳しくは申請先までお問い合わせ下さい。

注１．「免除」とは、全額免除や一部免除（４分の３・半額・４分の１）、若年者納

付猶予、学生納付特例のことです。

注２．２年１カ月前の月分まで免除申請をすることができますが、申請が遅れる

と万が一の際に障害年金などを受け取れない場合や失業などの特例免除が

受けられない場合がありますので、すみやかに申請して下さい。

注３．申請期間に対応する前年所得に基づき審査を行いますので、免除が承認さ

れない場合があります。

平成26年度の国民年金保険料は、
月額１５，２５０円となりました。

過去２年間に国民年金保険料の
未納期間がある方へ

障害者相談支援事業所

が開設されました。

☆お問い合わせ・お申込みは
　　　　　　役場町民課年金係（電話６２－２３１１）まで☆
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■実施期間および受付時間：４月７日（月）～６月１３日（金）
　　月～金曜日※　　①１３：３０　②１５：００
　　土曜日※　　　　①　８：３０　②　９：００　③　９：３０　④１０：００　⑤１０：３０
※４月：８日（火）17日（木）29日（火）５月：１日（木）６日（火）15日（木）29日（木）６月：10日（火）12日（木）
　の計８日間と、祝日・日曜日は脳ドックを実施しません。
　いずれの時間も各1名となっております。　なお、救急患者搬入時には時間どおり実施できない場合があります。

■実施機関：医療法人雄心会　江差脳神経外科クリニック（江差町字伏木戸町550‐1）

■申込方法：4月１日（火）　午前9時より受付します。
　　　　　なお、定員、検診希望日は申込順となっておりますので、ご了承ください。
　　　　　申込後、詳しいご案内、問診表をお送りいたします。

■申込み、お問合せ先：役場町民課保健衛生係（電話62－2311）

■対象となる方：20歳以上の町民
　※既に江差脳神経外科クリニック、その他の脳神経外科に通院中（治療中や経過観察中）の方は対象となりません。
　※強い磁気と電波を使うため、次の方は受診出来ません。
　　・心臓ペースメーカーや刺激電極等を身につけている方。　・妊娠中の方
　　・閉所恐怖症の方　　・体内に人工関節等の金属が埋め込まれている方

■検査内容、定員、料金

あわせて『特定健診』で生活習慣病の重症化を防ぎましょう！
（特定健診の日程等につきましては、広報折込みチラシをご覧下さい）

Ａコース：頭部MRI、頭部MRA、問診、血圧測定診察　　　　　　　　　　　　　定員：１００名
実費負担：７，８００円　※検診料10, ８00円のうち町より3,000円を助成しています。

＜頭部ＭＲＩ検査＞ ＜頭部ＭＲＡ検査＞
脳実質の病気が分かります

●脳 塞　●脳出血●脳腫瘍　などの有無
自覚症状の少ない小さな脳 塞や脳腫瘍を早期に発見で
きます

脳血管の病気が分かります
●くも膜下出血につながる脳動脈瘤
●脳血管閉塞　●血管奇形　　など

Bコース：Aコース ＋ 頚部MRA ＋ 生活習慣病検査（血液・尿検査等）　　　　　　　定員：１５名 
実費負担：２２，４００円　　※検診料32,400円のうち町より10,000円を助成しています。

＜頚部ＭＲＡ検査＞ ＜生活習慣病検査＞

首の動脈の状態を調べます　●頚動脈狭窄　など
⇒頚動脈の壁から血栓がはがれると、脳 塞の原因にな
ります。この検査で、頚動脈の動脈硬化を調べます。

脳血管疾患につながる可能性の高い、脂質異常症や高血
圧、糖尿病などの生活習慣病の危険因子を調べます。
（乙部町国保被保険者の方は、特定健診を兼ねます）

脳血管疾患脳血管疾患

平成24年５月～ 10月（６か月間）の平成24年５月～ 10月（６か月間）の
レセプト平均一月あたりレセプト平均一月あたり

126万126万
心疾患心疾患

生活習慣病関連生活習慣病関連

その他のその他の
病気病気

241万241万

838838
万円万円

合計合計
30243024
万円万円

21862186
万円万円

なんと！早期に発見、重症化を予防すれば、年間で

約4,400万円が予防可能なお金です！ !
この医療費の一部は、みなさまの保険税でまかなわれています。

高血圧高血圧 糖尿病糖尿病 脂　質脂　質
異常症異常症

『脳ドック』で脳血管疾患の早期発見することが大切です～脳ドックのご案内～
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4
日 月 火 水 木 金 土

 3
   30

 3
   31 1 2 3 4 5

ヒブワクチン予防接種
（国保　午後2時～）
不活化ポリオ予防接種
（国保　午後2時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）

6 7 8 9 10 11 12
（休日当番医　乙部町国保病院）

各小・中学校入学式

ミニひよこサークル・MAMA　FIT
（交流　午前10時～）

三種混合予防接種
（国保　午後2時～）
四種混合予防接種
（国保　午後2時～）
サロン「とよはな」
（豊セ　午後1時～）

13 14 15 16 17 18 19
（休日当番医　厚沢部町国保病院）ひよこサークル

（交流　午前10時～）
赤ちゃん相談・赤ちゃん健診
（ケア　午後1時～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア　午前10時～）

すくすく広場
（つ保　午前9時30分～）

20 21 22 23 24 25 26
（休日当番医　道立江差病院）

春のクリーン作戦
（町内　午前7時30分～）

こころの健康相談
（江保　午後3時～）

おしゃべりサロン
（姫ふ　午後1時30分～）
肺炎球菌ワクチン予防接種
（国保　午後2時～）

ぴよぴよ広場（離乳食）
（栄ふ　午前10時～）

みたい!よみたい!
絵本とかみしばい
（公民　午前10時～）

27 28 29昭和の日 30  5
     1

 5
     2

 5
     3

（休日当番医　佐々木病院） （休日当番医　上ノ国診療所）

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (交流) 生きがい交流センター (栄ふ) 栄浜ふれあいセンター (乙中) 乙部中学校

(国保) 国保病院 (江保) 江差保健所 (栄小) 栄浜小学校

(ケア) ケアセンターおとべ (姫ふ）姫川ふれあいセンター (明小）明和小学校

(豊セ) とよはま地区センター (公民) 公民館 (乙小) 乙部小学校

栄小　午前9時30分～
明小　午前9時30分～
乙小　午前10時～
乙中　午後2時～

小・中学校春休み

国保保険証更新・健康相談（対象者には葉書でお知らせします）
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第289号

　

三
月
四
日
、
栄
浜
小
学
校
で
ふ

る
さ
と
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
保

護
者
や
地
域
の
方
に
、
郷
土
の
自

然
や
産
業
な
ど
一
年
間
に
学
ん
だ

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

一
・
二
年
生
は
大
豆
の
種
類
や

栽
培
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
大
豆

を
使
っ
た
調
理
実
習
に
つ
い
て
発

表
し
、
三
・
四
年
生
は
農
業
体
験

学
習
や
地
元
で
取
れ
る
ハ
チ
ミ
ツ

に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
・
六
年
生
は
鳥
山
の

海
岸
に
外
国
な
ど
か
ら
ご
み
が
漂

着
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
海
洋

ご
み
に
つ
い
て
調
べ
、
日
本
だ
け

で
は
な
く
世
界
中
の
海
が
ど
ん
ど

ん
汚
れ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
も

こ
の
現
状
を
知
り
、
自
然
を
守
っ

て
い
っ
て
欲
し
い
と
発
表
し
、
来

場
者
は
児
童
の
し
っ
か
り
と
し
た

発
表
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
か
ら
平
成
元
年

ま
で
姫
川
小
中
学
校
長
と
し
て
赴

任
し
、
十
二
月
十
三
日
に
逝
去
さ

れ
た
故
佐
々
木
不
二
雄
氏
に
正
六

位
・
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
、

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
氏
は
、
昭
和
二
十
四
年

か
ら
平
成
元
年
ま
で
四
十
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
り
教
育
者
と
し
て

小
中
学
校
教
育
の
充
実
に
情
熱
を

傾
け
、
児
童
生
徒
の
た
く
ま
し
い

成
長
を
め
ざ
し
た
教
育
実
践
を
展

開
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
幾

多
の
人
材
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
町
で
社
会
教
育
委
員
を
務
め

る
山
口
芳
子
氏
（
鳥
山
）
が
全
国

社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰
を
、
松

本
信
成
氏
（
元
町
）
が
北
海
道
永

年
勤
続
功
労
社
会
教
育
委
員
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

山
口
氏
は
、
昭
和
六
十
三
年
に

社
会
教
育
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、

長
き
に
わ
た
り
町
民
の
生
涯
学
習

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
女
性

会
活
動
や
自
治
会
活
動
に
自
ら
参

画
し
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
づ
く

り
の
た
め
の
教
育
環
境
の
充
実
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性

会
や
商
工
会
女
性
部
の
役
員
を
務

低学年「おとべでとれる作物」の発表低学年「おとべでとれる作物」の発表

調べたことを熱心に発表する高学年調べたことを熱心に発表する高学年

一
年
間
に
学
ん
だ
こ
と

一
年
間
に
学
ん
だ
こ
と

〜 
栄
浜
小
ふ
る
さ
と
発
表
会 

〜

正
六
位
・
瑞
宝

双
光
章
を
授
与

山
口
芳
子
氏
・
松
本
信
成
氏
が

社
会
教
育
委
員
表
彰
を
受
賞

山口芳子委員山口芳子委員

松本信成委員松本信成委員

伝達される佐々木さんご遺族伝達される佐々木さんご遺族

め
る
な
ど
、
地
域
女
性
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
地
域
の
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

松
本
氏
は
、
平
成
八
年
か
ら
社

会
教
育
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、

青
少
年
教
育
事
業
や
家
庭
教
育
の

推
進
に
貢
献
し
、
自
ら
も
多
く
の

機
会
を
捉
え
生
涯
教
育
の
研
修
会

に
参
加
す
る
等
、
進
ん
で
生
涯
学

習
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
成
果
を
活
か
し
地
域
ぐ
る
み

で
の
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
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　各小中学校では平成 26年度の入学式が４月６日に次
のとおり挙行されます。
　ご入学おめでとうございます。
　　　　　　　　９時３０分～　明和小学校 (１名 )
　　　　　　　　　　　　　　　栄浜小学校 (６名 )
　　　　　　　１０時００分～　乙部小学校 (19 名 )
　　　　　　　１４時００分～　乙部中学校 (35 名 )
　　　　　　　　　　　　※ (　) は新１年生の人数

【 一 般 向 け 】
●この雨が上がる頃 （大門 剛明）
●つばさのおくりもの （小川　糸）
●雪月花黙示録 （恩田　陸）
●鮫島の貌 （大沢 在昌）
●ペテロの葬列 （宮部 みゆき）
●怒り㊤㊦ （吉田 修一）
●絶品ソース、たれ、ドレッシングの本 （太田 静栄）
●ＮＨＫ連続テレビ小説ごちそうさんレシピブック
●ラブレス （桜木 紫乃）
●自然に産むってどうゆうこと？ （小松 とし子）
【幼児・児童向け】
●りなとなめこの探偵日記３ （サクセス）
●子どもに聞かせる世界の民話 （矢崎 源九郎）
●りんごかもしれない  （ヨシタケ シンスケ）
●かぐや姫の物語 （高畑　勲）
●あ～んぱくっ  （せき ゆうこ）
●じゃんけんでんしゃ （高木 さんご）
●おめでとうのおふろやさん （とよた かずひこ）
●お願い！フェアリー１２  （みずの まい）
●トム・ゲイツ２ （Ｌ･ピーション）

《町内の各小中学校入学式》

「みたい！よみたい！絵本とかみしばい」
◆と　き　４月26日（土）１０時～
◆ところ　公民館図書室
◆協　力　館浦婦人会読み聞かせの会

　

富
岡
ス
キ
ー
場
は
三
月
十
六
日

を
も
っ
て
リ
フ
ト
運
行
を
終
了
し

ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
ス
キ
ー

教
室
や
シ
バ
レ
ふ
れ
あ
い
富
岡
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利

用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

二
月
十
五
・
十
六
日

《
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
》

一
級　

内
海
晃
太
朗
・
榿
澤
悠
月

　
　
　

工
藤
菜
央
・
野
口
愛
斗

二
級　

菊
池
翔
夢
・
平
野
恵
夢

　
　
　

小
松
歩
叶
・
佐
藤
愛
弥

　
　
　

工
藤
優
斗

三
級　

永
渕
太
雄
・
永
渕　

碧

　
　
　

近
藤
柚
美
・
伊
藤
大
和

　
　
　

井
田
歩
夢
・
田
中　

颯

　
　
　

新
谷
果
央
・
工
藤
颯
大

四
級　

菊
池
陽
翔
・
平
野
綾
人

　
　
　

菊
池
柚
衣
・
名
久
井
波
流

　
　
　

萬
木
優
空
・
萬
木
乃
愛

　
　
　

武
藤 
響

五
級　

由
利
花
央
・
疋
田　

涼

　
　
　

田
畑
來
樹
・
武
藤　

耀

　
　
　

南
部
谷
蓮
真

六
級　

由
利
一
斗

《
級
別
テ
ス
ト
》

一
級　

西 

健
正

二
級　

工
藤
由
香
里

三
級　

内
海
太
陽
・
大
川
晃
矢

富
岡
ス
キ
ー
場

リ
フ
ト
運
行
終
了

ス
キ
ー
検
定
合
格
者

4月23日から5月12日は「こどもの読書週間」です

標語「いつもいっしょ、本といっしょ。」「いつもいっしょ、本といっしょ。」
この機会にたくさんの本と出合いましょう♪

　町民の皆さまの利便性の向上と読書活動の推進を図るため、４月１日か
ら図書室と郷土資料室は月曜日も利用できるようになりました。図書室で
は書籍の貸出しのほか、学習スペースや児童室を備えており、郷土資料室
では乙部の自然や産業のあゆみを見て学ぶことができます。
　皆さまのご利用をお待ちしています。

　町内には七種目の少年団が結成され、町民体育館やグラウンドなどで
練習に励み、各種大会にも出場しています。各スポーツ少年団では、子
ども達の健全な育成に力を入れ、新入団員を募集しています。
　　○サッカー少年団　　○剣道少年団　　○バレーボール少年団
　　○野球少年団　　　　○水泳少年団　　○空手道少年団
　　○ミニバスケットボール少年団

【問合せ先：教育委員会社会教育係　℡６２－２２５３】

◆利用時間　１０時００分～１７時００分
　 （小中学校の長期休業中は９時００分～１７時００分）
◆休 館 日　祝日・年末年始

乙部町スポーツ少年団　新入団員大募集中！！

月曜日も利用できます♪ ～公民館図書室・郷土資料室～
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四
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
４
月
８
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
４
月
16
日
（
水
）

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

▽
４
月
22
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

乙部町国民健康保険病院　４月外来診療日程表乙部町国民健康保険病院　４月外来診療日程表 午前8:30～ 11:00午前8:30～ 11:00
午後 午後 当分の間休診となります。当分の間休診となります。診療受付時間診療受付時間

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

午
前

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

乙
部
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

奈
良

厚
沢
部
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

奈
良

佐
々
木
病
院

村
瀬

上
の
国
診
療
所

村
瀬

午
後

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

休
診

※　都合により４月１日（火）から当分の間、副院長外来及び午後の診療は、「休診」とさせていただきます。（急患の受入れは、従来どおりです。）
※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。

国税専門官募集
　札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペシャ
リストとして活躍する国税専門官を募集しています。
　平成26年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

１　受験資格
　⑴ 昭和59年４月２日から平成５年４月１日生まれの者
　⑵ 平成５年４月２日以降生まれの者で大学を卒業した

など別に定める者
２　申込受付期間
　⑴ インターネット
　　４月１日（火）９：００～４月１４日（月）　〔受信有効〕
　　申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　⑵ 郵送又は持参
　　４月１日（火）～４月２日（水）　〔通信日付印有効〕
　　泫原則として、インターネット申込みを御利用ください。
３　第１次試験
　　【基礎能力試験、専門試験（多肢選択式及び記述式）】
　　６月８日（日）
４　第１次試験合格発表日
　　７月１日（火）
５　第２次試験　【人物試験及び身体検査】
　　７月15日（火）～７月23日（水）までのうち指定する日
６　最終合格者発表日
　８月20日（水）

　不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（℡011-
231-5011　内線　2315）又は最寄りの税務署（総務課）に
お尋ねください。

北海道警察官募集

国家公務員採用試験のお知らせ

【平成26年度第1回】
・受付期間
　（郵送・持参）平成26年4月1日（火）～4月16日（水）
　（電子申請）　平成26年4月1日（火）～4月11日（金）
・第一次試験
　平成26年5月11日（日）
・第二次試験
　平成26年6月中旬～7月上旬

【平成26年第2回】
・受付期間
　（郵送・持参）平成26年8月12日（火）～8月27日（水）
　（電子申請）　平成26年8月12日（火）～8月22日（金）
・第一次試験
　平成26年9月21日（日）
・第二次試験
　平成26年10月下旬～11月上旬

○総合職試験（院卒者・大卒程度）
　インターネット申込期間：４月１日（火）～４月８日（火）
○一般職試験（大卒程度）
　インターネット申込期間：４月９日（火）～４月２１日（月）
○一般職試験（高卒者・社会人）
　インターネット申込期間：６月２３日（月）～７月２日（水）
☆申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
☆問合せ先　人事院北海道事務局第二課試験係
　　　　　　電話　０１１－２４１－１２４８
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　ロコモを予防する為に一番重要なことは運動です。５０歳
代までは足の筋力はある程度保たれますが、それを過ぎると
どんどん筋力は落ちていきます。外来で足がむくむ患者さん
が多くいますが、内科的問題がなければ、ほとんどの方が足
の筋力が落ちることによりむくみが出ているのだと思われま
す。６５歳を過ぎると、女性は１日6000歩、男性は7000歩
程度歩いた方が良いと言われますが、実際はその８割程度し
か歩いてないのが現状です。又、歩くだけでは筋力を維持で
きる程度なので、それ以外に筋肉トレーニングも必要になり
ます。健康を維持するためには、歩いただけで後は何もしな
い、では全然足りないのです。病院の外来に筋肉トレーニン
グの方法を掲示してありますので、興味のある方は参考にし
てください。膝が痛くて歩けない人であればプールでの運動
が勧められますし、膝に負担のかかりにくいト
レーニング方法もあります。運動のつらさとし
ては、やや辛いと感じるくらいが良く、次日に
疲れが残らない程度が良いでしょう。

４月の診療予定です
外来診療体制

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火・水曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日（診察は14時頃から）

外 科 午前　月～金曜日
整 形 外 科 午前　月～金曜日
小 児 科 午前　月～金曜日

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

神 経 精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　1日・2日・10日・15日・16日・24日・30日
午後　9日・23日

眼 　 　 　 科 午前　木曜日
午後　9日・16日・23日

皮　 膚　 科 午前　火曜日（29日は祝日のため30日に変更）
神 経 内 科 　　　4日・18日
　診療科によって、曜日によって担当医が変わりま
す御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
　　　  午後･･･13時00分～ 14時30分

☆看護師通年募集のお知らせ
　現場復帰される方、新人の方も個別にしっかりサポートし
ます。通年募集しておりますので気軽にご連絡ください。（臨
時採用は面接のみ） 
　☎ ５２－００３６（内線２０２）藍

あい

葉
ば

浄化槽設置促進事業補助金の申込受付を開始します浄化槽設置促進事業補助金の申込受付を開始します

健康寿命について２（河村整形医師講座）

　町では、衛生的で快適な生活環境づくりを進めるため、平成24年度から、公共下水道及び漁業集落排水施設
の処理区域以外の方を対象に、合併処理浄化槽を設置する場合に補助金を交付しております。
　平成26年度中に設置を希望される方は、下記により申し込みください。（申し込み用紙は役場町民課にあり
ます。電話でも受け付けします。）
◇ 申し込み受付期間
　平成26年4月1日(火)から平成26年4月2５日(金)まで
◇ 補助金交付の要件
　・浄化槽法に基づく構造基準等に適合するもの
　・専用住宅及び店舗等の併用住宅であること
　・住宅等を借りている場合は、賃貸人の承諾を得ていること
　・建築又は改築を行う場合は、販売目的でないこと
　・町税等を滞納していないこと
◇ 貸付金制度
　浄化槽を設置するために、便所の内装改修、便器の取替えや給排水設備などの改造工事を行う場合で、工事
費用を一時に負担することが困難な場合に、５０万円を限度に貸付を受けることができます。貸付金は無利息
で、貸付を受けた翌月から１万円ずつの均等月賦返済となります。

※問合せ：役場町民課保健衛生係（62-2311）

◇ 補助対象基数（予定）

※申込みの状況によって変更する場合があります。

浄化槽の大きさ 補助金の額 予定基数
５人槽 　８０万円 ５基
７人槽 １００万円 ５基
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2
月
15
日
〜
3
月
14
日

　

お
く
や
み

　
　

も
う
し
上
げ
ま
す

西
澤　
　

皓
さ
ん（
87
歳
）滝　

瀬

米
坂　

秋
代
さ
ん（
64
歳
）滝　

瀬

長
田　

雄
作
さ
ん（
85
歳
）緑　

町

小
林　

良
雄
さ
ん（
75
歳
）緑　

町

今
井
作
太
郎
さ
ん（
82
歳
）旭　

岱

編　

集　

後　

記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

函館バスの路線バス料金とダイヤの改正は5月1日からとなります。

町 の 人 口
＝２月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世帯数 1,942（-１）〈-25 〉

人 口 4,167（-７）〈-81 〉

男 1,914（-２）〈-39 〉

女 2,253（-５）〈-42 〉

　

年
度
替
り
で
、
三
月
は
何
か
と
あ

わ
た
だ
し
い
生
活
を
送
ら
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

冬
か
ら
春
に
移
り
変
わ
る
こ
の
季

節
は
、
毎
年
多
く
の
出
会
い
と
別
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
春
、
乙
部
町
か
ら
離
れ
て
新

生
活
を
始
め
る
方
は
、
時
に
は
寂
し

い
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

正
岡
子
規
の
句
に
「
故
郷
や 

ど

ち
ら
を
見
て
も 

山
笑
ふ
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

春
が
近
づ
い
た
と
は
言
え
、
木
々

が
芽
吹
く
の
は
ま
だ
先
で
す
が
、
乙

部
岳
な
ど
の
故
郷
の
山
々
は
、
家
族

や
友
人
か
ら
離
れ
る
方
を
笑
顔
で
送

り
出
し
、
ま
た
、
迎
え
入
れ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

二
十
日
に
は
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行

わ
れ
ま
す
。
私
達
は
、
故
郷
の
美
し

い
姿
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

　

介
護
予
防
の
つ
ど
い
が
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
三

月
八
日
、
生
き
が
い
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
百
八
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
テ
ー
マ
を
「
住
み
慣

れ
た
地
域
、
我
が
家
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
」
と
し
て
、

町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
介
護
予
防

事
業
や
、
認
知
症
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
、

介
護
や
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

を
促
し
ま
し
た
。

　

毎
回
面
白
い
と
評
判
の
、
職
員

ら
に
よ
る
「
劇
団
き
ら
ら
」
の
寸

劇
で
は
、
身
近
に
あ
る
生
活
の
一

コ
マ
か
ら
、
介
護
予
防
や
認
知
症

が
疑
わ
れ
た
場
合
の
対
処
法
な
ど

を
楽
し
く
紹
介
し
、
会
場
は
笑
い

に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
、
認
知

症
が
専
門
の
医
師
、
谷
内
弘
道
氏

を
講
師
に
迎
え
「
家
族
や
自
分
が

認
知
症
に
な
っ
た
ら
〜
知
っ
て
お

き
た
い
認
知
症
の
キ
ホ
ン
〜
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
有
効
と

さ
れ
る
薬
や
、
認
知
症
の
方
に
接

す
る
時
に
大
切
な
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
判
り

や
す
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

乙
部
中
学
校
生
徒
会
が
長
く

取
り
組
ん
で
き
た
リ
ン
グ
プ
ル

の
回
収
で
、
約
５
３
０
㎏
が
集

ま
り
車
椅
子
と
交
換
、
三
月
七

日
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
車

椅
子
乙
中
号
」
と
し
て
貸
し
出

し
ま
す
。

健
康
川
柳
へ
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
主
催
：
乙
部
町
民
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
）

第30回町民健康づくりのつどい

【
乙
部
小
中
学
校
長
会
会
長
賞
】

【
町
長
賞
】

【
乙
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
】

【
乙
部
町
民
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
賞
】

【
み
ん
な
が
絶
賛
で
賞
（
会
場
投
票
）】

　

二
八
六
名
の
方
か
ら
ご
応
募

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
賞
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
地
域
の
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

・
株
式
会
社　

林
組

　

代
表
取
締
役　

林　

勲
さ
ん

二
百
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

〔12〕
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